
選択式
回答

記述式回答

1

2015年３月上旬から中旬にかけての経済状
況について、関連する業界、地域等の現状
やご自身の知見・経験等を踏まえ、3か月前
(2014年12月上旬から中旬)と比べて良くなっ
ているか、悪くなっているか選んでいただき、
その理由をデータや具体的な事例とともに
300字以内でご記入ください。その際、前年と
の違い等お気づきの点があれば併せてご記
入下さい。

２－２

好循環が生まれ始めている一方、非正規労
働者や中小企業等への波及が重要との指摘
もございます。そうした観点から強化すべき
取組について、お考えがございましたら300
字以内でご記入ください。

-
好循環は生まれていない。現状を維持するのが精いっぱい。私のホテルでは人材確保と人材定着、従業員の満足度を高めるために、パート、ア
ルバイトを除く非正規雇用は昨年から２年かけて全廃、正社員化している。
ただ、人口減少と高齢化が同時に進む地方では、外国人の積極的な受け入れを早く実施してほしい。

政策コメンテーター報告（第２回、意見照会期間：2015年２月27日～３月12日）　田川 憲生：ホテル日航熊本代表取締役会長

２－１

足下の企業収益の拡大が速やかに賃金上
昇や雇用拡大につながり、更なる消費や投
資の拡大に結び付くためにとるべき対応につ
いて、具体的なお考えがございましたら、500
字以内でご記入ください。

-

基本的に企業収益が拡大しているという認識はない。特に地方では前年の実績を確保するのが精いっぱいの状況だ。このため、賃金を上げる、
あるいは雇用を拡大するなどといった本質問に違和感を抱いている。
地方では雇用を拡大するなど夢。人手不足をどう埋めていくかに経営者は悪戦苦闘している。人手不足は雇用拡大のためではない。今の仕事
を維持する人手がいないのだ。そういう状況の中で、どうして消費や投資の拡大など出来ようか。政府は思い切って外国人労働力を入れない
と、人手不足で倒産する企業が今後でてくると思う。

質問事項

経済動向

良くなってい
る

悪くなってい
る

全体からすると、動きが激しい。特に、業種によって、また同じ業種でも景気のバラつきがでてきたのが大きな特徴ではないか。これが本格的な
景気回復に向かうのか、それとも景気が減速に向かうのか、まさに転換点にあるのではないか。日銀熊本支店の短観では、全産業では「良い」
超となっているものの、百貨店売上は前年を上回っているのに量販店や新車登録台数は前年を下回っている。私のホテルでも一月の売り上げ
は一月単月を創業以来みると過去 高額となったが、二月は過去 低となった。乱高下が激しい。これが何なのか。春の訪れをつげる春の嵐
であればと願っている。百貨店などでは婦人服の売上が弱いそうだ。実質賃金の低下が主婦層の財布のひもを固くしていると言えよう。

経済の好循環実現に向けた取組について




